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（開会 午前１０時００分） 

都市計画課長 それでは、皆様におかれましては、大変お忙しい中、お集まりいただ

きまして、まことにありがとうございます。 

 私は都市計画課長、原島でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、定刻となりましたので、第１６０回豊島区都市計画審議会を

開催させていただきたいと思います。 

 本日は任期が改まりまして初めての審議会となります。委員の任期でご

ざいますが、豊島区都市計画審議会条例第４条第１項に基づき、平成２６

年４月１日から平成２８年３月３１日までの２年となっております。なお、

条例につきましては、机上に配付させていただいております。 

 それでは、今期より初めて委員にご就任いただく皆様をご紹介させてい

ただきたいと思います。お名前をお呼びしましたら、その場でお立ちいた

だきたいと存じます。 

 なお、委員名簿につきましては、本日、議事日程とともに机上に配付さ

せていただいております。 

 まず、明治大学大学院政治経済学研究科特任教授の中林一樹様でござい

ます。 

 東京大学大学院工学系研究科教授の小泉秀樹様でございます。 

 立教大学コミュニティ福祉学部福祉学科准教授の長倉真寿美様でござい

ます。 

 千葉大学大学院園芸学研究科准教授の秋田典子様でございますけれども、

本日ご欠席ということでご連絡をいただいております。 

 豊島産業協会会長の白井宏一様でございます。 

 東京商工会議所豊島支部建設分科会分科会長、渡邊裕之様でございます

けれども、本日ご欠席のご連絡をいただいております。 

 豊島消防署長、小泉明弘様でございます。 

 以上、７名の方でございます。その他の委員におかれましては、引き続

き、委員をお受けいただいております。よろしくお願いいたします。 

 それでは、委嘱状につきましては、大変恐縮ではございますが、時間の

都合もございますので、委員を代表しまして、新任委員の中林委員に高野

区長より交付させていただきたいと思います。 

 それでは、高野区長、中林委員の前にお願いいたします。 
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（委 嘱 状 交 付） 

都市計画課長 ありがとうございました。 

 また、皆様の委嘱状につきましては、机上に配付させていただいており

ます。 

 引き続きまして、高野区長よりご挨拶を申し上げたいと思います。 

区長    では、皆様、おはようございます。きょうは早朝から、大変貴重なお時

間をいただきまして、第１６０回、節目の豊島区都市計画審議会にお越し

いただきまして、ありがとうございます。一言ご挨拶を述べさせていただ

きたいと思います。 

 委員の皆様には、大変お忙しい中、ご出席いただき、また、今期より新

たに委員となられました７名の皆様には、それぞれご専門のお立場から区

の都市づくり等々にお力添えを賜りますよう、お願い申し上げる次第でご

ざいます。 

 さて、最近の豊島区はいろいろと話題になっておりますので、少し触れ

させていただきます。上がったり下がったりしておりますけれども。 

 つい先日でありますけど、大変ショッキングなネーミングで、消滅可能

性都市というような形で発表がありました。これは日本創成会という、増

田座長さんからの発表でありますけど、これからの３０年後、２０４０年

には人口が１億３，０００万人から８，７００万人ということで、５０年

後には半分になると想定されているわけでありまして、その中で、豊島区

は日本一の高密都市でございますが、流入流出等が激しいまちでもあるわ

けでありまして、また、出生率の減少というような形の中で、都内で唯一、

消滅可能性都市と発表されたわけでありますが、いろいろと分析いたしま

すと、この調査が、２年前の国勢調査、さらには５年さかのぼっての調査

という、古い資料とは言いませんけど、これらの推移と、これからの予測

のもとでの想定というようなことでありますが、ここ数年、この豊島区も

大きく変わりつつあるわけでありますので、こういう形の中で、都内では

豊島区という形で発表があったわけでありまして、これを受けたときは衝

撃がありましたけれども、だけど、これは日本全体がこういうような形に

これから進むという形の中で、やはりその対策等々も含めながら、何とし

ても日本が沈没しないようにというような、国全体で考えるような形の中

のあらわれではないかと理解しているわけであります。 
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 また、一方、最近、民間企業に、池袋が住みよいまちというような形の

中で、これはリクルートの住まいカンパニー、非常にしっかりしたところ

の調査だそうでありまして、毎年、住みたいまちというような形の中のラ

ンクづけをするようでありますが、先日も朝日新聞の夕刊でありますけど、

全国版のトップに「池袋３位に浮上」というような大きなニュースとして

取り上げられたわけでございます。住みたいまち１位が吉祥寺でありまし

て、２位が恵比寿、そして、何と３位が池袋という、そういう評価で、ま

た、テレビ等々でも、これらの記事についてもいろいろと報道されており

ます。その中で、報道の中でも、副都心線が開通し、横浜からちょうど１

年前ですけど、東急東横線とつながって、川越あるいは飯能まで延伸する

というような形の中で、一番にぎわいを見せたのが横浜と川越と池袋だと

いうような話で、ニュースの中でも皆さんは「ええ、池袋」なんていうよ

うな、そんなような驚いた表情もしておりましたけど。その経済効果が、

池袋駅を中心として何と３４６億円の経済効果があるという、これは関西

大学の宮本先生という方の分析だそうでありますので、しっかりしたデー

タのもとにこういうものを出したということでありますので、改めて、私

たちもしっかりと検証していきたいと考えております。こうした評価が一

時的なものに終わらないように、今まで以上に人々から選ばれ、また、都

市に向けた施策展開が不可欠ではないかと思っております。 

 今、豊島区は、大変大きな変革のときを迎えているわけであります。新

庁舎も完成に１年を切ったわけでありますし、また、それに伴って、現庁

舎の開発、さらには造幣局の跡地、そして、東西デッキを含む西と東の交

流という、防災面も含めて、こういう課題も、今やらなければならない、

大きな事業ではないかと思っているわけであります。 

 また、一番はやっぱり木密地域が本区では４割にも及んでいるわけであ

りますので、これまでも防災まちづくりを重点的に推進してまいりました。

さらに、こうした取り組みを加速させる施策が東京都の「木密不燃化１０

年プロジェクト」でございまして、本区でもプロジェクトを活用した取り

組みが本格的に動き始めたところでございます。この４月には、不燃化特

区の先行実施地域として指定されました、「東池袋四・五丁目地区」に続

きまして、「池袋本町・上池袋地区」、「長崎・千早地区」、「巣鴨・駒

込地区」の特定整備路線沿道の３地区についても不燃化特区に指定された
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わけでございます。 

 本日ご報告させていただく案件の中の「東池袋五丁目地区」は、まさに

日本有数の木密地域に位置した不燃化特区の地域でございます。今回初め

てということで、お話を大変長くさせていただきましたけど、まさに今、

豊島区は大きく改革、変革のときを迎えたのではないかと思っております。 

 皆様方の任期となります２年間は、まさに豊島区にとっても、これまで

の都市づくりを軌道に乗せ、形を確立させる、大変重要な時期でもござい

ます。都市づくりの基本理念に掲げました、「次世代が誇れる文化と魅力

を備えた都市の創造」に向けて、皆様方のご協力をいただきながら、一つ

一つまちづくりに取り組んでまいりたいと存じておりますので、今後とも

何とぞよろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。 

都市計画課長 ここで、高野区長につきましては、次の公務がございますので、退席

させていただきたいと思います。 

区長    後ほど、渡邉副区長もご紹介があるかと思いますけど、どうぞよろしく

お願いいたします。 

（区 長 退 席） 

都市計画課長 続きまして、今年度より副区長が二人制となりまして、都市整備部を

担任いたします副区長が新たに就任いたしましたので、ご紹介させていた

だきたいと思います。 

 渡邉副区長でございます。また、ご挨拶も重ねてお願いいたします。 

副区長   ただいまご紹介いただきました、本年４月より副区長を務めております、

渡邉浩司でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日は本当にお忙しい中、委員の皆様方には都市計画審議会にお集まり

いただきまして、本当にありがとうございます。 

 ４月から副区長ということで参っておりますけれども、水島副区長は引

き続き副区長を務めておりまして、二人体制ということで、私のほうが都

市整備部、清掃環境部、それから、防災関係、こういったところを中心に

担当することになっております。 

 区長のほうからもお話がありましたように、今、何かと豊島区は話題に

なっているところでございますけれども、まさにまちづくりが動いていく

という、そういうタイミングにあるんではないかと思います。 
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 私、微力ではございますけれども、豊島区の都市計画まちづくりの推進

に向けて、お役に立てるように頑張ってまいりたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

都市計画課長 続きまして、会長の選任に移りたいと思います。 

 会長が選任されるまでの間、都市整備部長に進行をお願いしたいと思い

ます。 

都市整備部長 都市整備部長、齋藤でございます。よろしくお願いいたします。 

 本審議会の会長につきましては、豊島区都市計画審議会条例第５条第２

項に基づきまして、学識経験者の中から選出するということになっており

ます。この規定に従いまして、会長の選出をお願い申し上げたいと思いま

す。委員の皆様のご意見をお伺いいたします。 

 特にご意見がないようでございますので、事務局から提案がありました

ら、お願いいたします。 

都市計画課長 それでは、事務局より提案させていただきたいと思います。 

 区では、安全・安心なまちづくりを区政の最重要課題の一つと位置づけ、

集中的に取り組んでおります。特に池袋駅周辺におけるエリア防災対策の

推進や、区内の４割を占める木造住宅密集地域の改善など、災害に強い都

市づくりは喫緊の課題でございます。 

 そこで、これまで国や東京都などの地震対策に数多く携われ、また、豊

島区におきましても、防災会議委員や造幣局地区まちづくり計画検討委員

会の委員長などを務めていただいております、中林委員に会長をお願いで

きればと思います。 

都市整備部長 ただいま、事務局より提案がございましたけれども、ご意見はござい

ますでしょうか。 

（異 議 な し） 

都市整備部長 ありがとうございます。特にご意見がないようでございます。また、

異議なしという言葉も頂戴いたしました。事務局提案のとおり、中林委員

に会長をお願いいたしたいと存じます。 

 中林委員、よろしくお願いいたします。 

都市計画課長 それでは、中林委員、会長席のほうへお移りいただければと思います。 

 それでは、早速ではございますが、中林会長よりご挨拶をいただければ

と思います。よろしくお願いいたします。 
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会長  ただいま、会長にご指名いただきました、中林と申します。 

 大きな変革の豊島区池袋ということで、区長さんのお話も聞きながら、

これは会長になると大役だなということで、いささか身に追い切れないか

もしれないなんて思いながら、お話を聞いていました。 

 豊島区、そして、池袋、どちらのほうが名前としては有名かというと、

池袋のほうが有名なんですね、世界的には。これは２３区にたくさんあり

まして、台東区はその最たるものかもしれません。上野、浅草は世界に広

がっているんですが、台東区という名前はなかなか広がらない。それより

は豊島区のほうが私は広がっているというふうに思っております。 

 池袋のみならず、それを取り巻く市街地を含めて、これは都市計画の審

議会ということですので、豊島区全体でどういう舞台づくりをするか。つ

まり、都市計画としては、ハードを中心に、豊島区池袋のまちを、いわゆ

る舞台をどういうふうにしつらえていくのかということを主に審議するこ

とになります。ただ、舞台が先行して、中身は後からでは多分ないんです

ね。どんなシナリオでどんなまちをつくるかということがあって、それに

最もふさわしい、最も無駄のない舞台づくりをしていく必要があろうかと

思っております。 

 したがいまして、審議会ですから、法定決定をしなければいけないとき

は法定決定をするわけですけれども、それに先立ちまして、運営としては

中間報告的な機会を可能な限り持たせていただいて、そこでしっかりとご

意見もお出しいただき、議論もして、どんなまちにするのか、だから、こ

ういう舞台が必要なんだと、そういう議論をしていけるような都市計画審

議会の運営をさせていただければというふうに思っております。会自体は

２時間ということで短いですけれども、ぜひとも、さまざまなご意見をお

出しいただいて、より世界に飛び出す豊島区池袋の舞台づくり、そして、

まちという劇が、世界のロングランに耐え得るような、そんなまちづくり

をお手伝いできればなというふうに思っております。 

 先の見通しは、日本全体で、先ほど、区長のお話にもありました、少子

高齢化ではありますけれども、であるがゆえに、実は交流人口というのが

まちづくりを考える上でこれまで以上に重要になってきているんだろうと

思っております。そういう意味では、住みたいまち３位という話もありま

すが、もっともっと池袋を拠点として、活力のあるまちにしていくことも
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可能性が十分あるんだと。そして、直近で言いますと、２０２０年のオリ

ンピック、これは恐らく外国からの来客という意味では、非常に多くの外

国人が訪れる機会になると思います。 

 そうしたことも踏まえつつ、これからのまちづくりを語り、そして、そ

れにふさわしい舞台づくりを整備していく、そんなお手伝いをさせていた

だければということでお引き受けさせていただきました。何とぞよろしく

お願いいたします。 

都市計画課長 会長、ありがとうございました。 

 続きまして、豊島区都市計画審議会条例第５条第４項に基づき、職務代

理者のご指名を会長よりお願いできればと思います。よろしくお願いいた

します。 

会長  それでは、規定で職務代理者につきましては会長が指名するということでご

ざいますので、中川委員に職務代理者をお願いしたいと思います。よろし

いでしょうか。 

 それでは、中川委員に職務代理者をお願いしたいと思います。 

都市計画課長 それでは、中川委員より一言ご挨拶をお願いできればと思います。 

職務代理者 中川でございます。今期もどうかよろしくお願いいたします。 

 今期、会長を初めとして、学識経験者のほうの委員もかなり変わってま

いりましたけれども、新しい豊島区、そして、その都市計画のあり方とい

うことで、中林会長ということで動き始めております。 

 職務代理者として特にやることは、中林会長だったら全然ないと私は深

く信じておりますけれども、この審議会の進行運営に当たりまして、何か

お役に立つことがあれば、お手伝いさせていただくということにさせてい

ただきます。 

 どうかよろしくお願いいたします。 

都市計画課長 中川代理、ありがとうございました。 

 それでは、会長、職務代理者が決まりましたので、今後の議事進行につ

きましては、会長にお願いできればと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

会長  それでは、議事日程に従いまして、進行してまいりたいと思います。 

 先ほど、新任の委員のご紹介がございましたけれども、改めまして、審

議会として、委員の出欠状況及び傍聴希望者に関して、事務局よりご報告
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をお願いいたします。 

都市計画課長 本日でございますが、野口委員、秋田委員、渡邊委員、岩間委員より

ご欠席のご連絡をいただいております。 

 次に、傍聴でございますけれども、審議会の公開についてでございます

が、豊島区都市計画審議会運営規則第６条に基づき、原則公開となってお

ります。 

 本日、傍聴希望の方がいらっしゃいます。委員長、入室いただいてよろ

しいでしょうか。 

会長  ただいま説明いただきましたように、多分、お手元に審議会条例と、それか

ら、その下に運営規則が入っているかと思いますが、運営規則の第６条に

審議会の会議は公開するということになっておりますので、特にプライバ

シーその他の問題がある議題でもないと思いますので、許可したいと思い

ますが、よろしいでしょうか。 

（異 議 な し） 

会長  それでは、入室をお願いいたします。 

（傍 聴 者 入 室） 

会長  それでは、本日の議事につきまして、事務局より説明をお願いいたします。 

都市計画課長 それでは、本日の議事でございますけれども、東池袋五丁目地区第一

種市街地再開発事業等の都市計画案についてのご報告でございます。 

 それでは、報告に入る前に、初めに資料のご確認をお願いいたします。

事前に資料をお送りさせていただきましたが、不足がございましたらお知

らせいただきたいと思います。事務局が参ります。よろしいでしょうか。 

 また、本日は机上配付にて参考資料４を追加させていただいております。

既にご存じの委員もいらっしゃると存じますが、任期が改まり、初めての

委員もいらっしゃいますので、ここで池袋副都心のまちづくり動向につき

まして、私から簡単にご説明させていただきたいと思います。 

 本日机上配付の参考資料４の資料、池袋副都心まちづくりの動向という

のをお出しいただければと思います。よろしいでしょうか。 

 まず、池袋副都心周辺のまちづくりの現状についてでございます。 

 真ん中より左側に池袋駅、それから、右側に、本日の案件であります、

「木密不燃化１０年プロジェクト」と書いてあります、東池袋四・五丁目、

この範囲の地図があろうかなと思います。 
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 まず、右側からでございますけれども、東池袋四・五丁目地区につきま

しては、かねてより木造密集地域ということで、茶色い部分でございます

けれども、非常に木造家屋が密集した地域で、安全上、非常に課題があっ

たといった地域でございます。そういった中で、青い線、これが補助８１

号線でございまして、この事業化に伴いまして、ここのまちづくり、不燃

化について大きく動き出したといったところでございます。本日のご報告

案件でございます、市街地再開発事業につきましても、ちょうど真ん中辺

に三角形をちょっと変えたような形、ここが本日の報告の事業地というこ

とになろうかなと思います。 

 また、その左側に造幣局地区、緑と茶色に色塗りされたところでござい

ます。これにつきましては、平成２８年に造幣局が埼玉新都心のほうへ移

転するといったことで、こちらは約３．２ヘクタールあるわけでございま

すけども、ここのまちづくりが具体化していくと。具体的には、半分以上

を防災公園、それから、その他を市街地整備ということで、今後、まちづ

くり計画を進めていくといったところでございます。 

 また、その左側にサンシャインシティ、それから、東池袋四丁目市街地

再開発事業となっておりますが、サンシャインについては築後３５年以上

を経過いたしまして、また、東池四丁目の市街地再開発事業につきまして

も、１地区、２地区と二つの法定再開発が立ち上がって、完了していると

いうのがこの地区でございます。 

 また、この地区につきましては、東池袋駅に隣接しているといったこと

で、その下には環状５の１号線、そして、新庁舎と書いております。先ほ

ど、区長からのご挨拶もありましたとおり、新庁舎については約１年後に

こちらに移転して、その周辺のまちづくりも進めていくと。環状５の１号

線につきましても、平成３２年には地下化が完成いたしまして、大きく交

通体系が変わってくるのもその時期であると認識しているところでござい

ます。 

 また、ピンクで大きく囲まれたところでございますけれども、上のほう

に行きますと現庁舎地というのがございます。まさにここの地でございま

すけれども、新庁舎に庁舎機能が移転しますと、こちらの地での開発とい

うことで、民間への定期借地によりまして、ここでのにぎわいを創出する

ようなまちづくりを進めようとしているのがこの地でございます。これら
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と青い線の南北区道、そして、グリーン大通り、そして、その先にありま

す南池袋公園、そして、新庁舎とこの地区でのまちづくりを大きく動かそ

うということで考えているというのがこの地区でございます。 

 また、環状５の１号線の地下化に伴いまして、ここの交通体系が大きく

変わってくると。具体的には、車のある程度の規制ができて、歩行者中心

のまちというのが池袋の東口の将来として考えられている構成ということ

になろうかなと思います。また、池袋駅に目を向けますと、昭和の時代か

らの構想でありました東西デッキですとか、地下の空間の再整備、これは

先般の大震災の際には帰宅困難者であふれたといったことで多くの課題が

提起された地下等々でございますけども、この辺の安全性の確保向上とい

うことについての対策というのも進めていかなくてはならないといったと

ころでございます。 

 また、西口に目を向けますと、西口駅前街区まちづくり推進事業という

ことで、やはり池袋駅周辺は戦災復興の区画整理によりまして昭和３０年

代に建てられた建物がまだ多く残っております。そういった中で、既存で

の建替えというのがなかなか難しいことも課題となっておりまして、街区

再編を含めた大きな共同化といったことも視野に入れながら、まちづくり

の地元との協議を進めているというのが西口駅前でございます。 

 また、立教通りにつきましては、災害時の際に立教大学への避難経路を

確保する上でも安全性の向上した道づくりというのが課題となっておりま

す。 

 そういった中で、池袋駅周辺につきましては多くの事業がここで動こう

としております。それと言いますのも、安全というキーワード、そして、

やはり戦災復興で建てられたまちの更新時期にきているものも多々あると

いった中で、いろいろなところでまちづくりが進められているというのが

池袋駅の周辺だといったことでご案内させていただきたいと思います。 

 この資料の説明については、以上でございます。 

会長  本日ご報告いただく東池袋五丁目地区第一種市街地再開発事業等の都市計画

手続きについてということですけれども、それを取り巻く池袋全体の最近

の都市計画上の動向について、参考資料４で現在の状況をご説明いただき

ました。 

 今の参考資料４のご説明について、何かご質問等ございますでしょうか。



11 

よろしいでしょうか。 

（な し） 

会長  それでは、引き続きまして、東池袋五丁目地区第一種市街地再開発事業等の

都市計画案について、拠点まちづくり担当課長より説明、報告をお願いし

たいと思います。 

拠点まちづくり担当課長 おはようございます。拠点まちづくり担当課長、三沢と申

します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず初めに、恐れ入りますが、資料の記載の訂正を２点お願いいたしま

す。 

 訂正した資料につきましては、本日机上配付しております。いずれもＡ

３横の資料となっております。 

 まず、１点目ですけれども、こちらの資料となります。資料２の４ペー

ジに該当しますが、このページの左上のところ、１）都市計画に関する意

見と書いてございますが、ここの意見書の要旨欄、二つ目のぽちの冒頭の

ところに、今、机上配付したものはもう直したものでございますけれども、

「中低層住宅」というのが正しいんですが、事前に郵送でお送りしました

資料が「中高層」となっておりましたので、ここの訂正をお願いいたしま

す。 

 ２点目でございます。同じくこちらのカラーの資料となってございます。

こちらは参考資料２という位置づけでございます。この資料の右下にござ

います、今後のスケジュールを記載したところですが、平成２５年度のと

ころに幾つか、４本ほど立っておりますが、左から二つ目の豊島区都市計

画審議会（報告）とございますが、ここの日付が郵送した資料ですと「１

月１８日」と書いてございましたが、正しくはきょうお配りした資料のと

おり、「１月２８日」の誤りです。 

 大変お手数で恐縮ですが、修正をお願いいたします。 

 では、早速ですけれども、豊島区東池袋五丁目で実施を予定している、

市街地再開発事業について、報告いたします。 

 お手元の資料のうち、参考資料１－１から１－３で地域の特性と前回の

報告内容についてご説明し、その後、資料１と資料２及び参考資料２にて

本日の議案の報告をさせていただきます。 

 なお、本日は新しく審議会の委員の先生方が何名かかわられたというこ
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ともございますので、大変恐れ入りますが、復習の意味も込めまして、若

干、丁寧にこれまでの経緯についてもご説明させていただきたく思います。 

 まず、参考資料１－１をお取り出しください。これまでの東池袋四・五

丁目地区におけるまちづくりに係る行政と地元協議会活動の取り組みにつ

いて、それぞれ時系列にまとめております。 

 本地区は、木造住宅密集市街地の住環境の改善を目的として、昭和５８

年から住宅市街地総合整備事業に取り組んでいる地域です。平成２年度以

降は、東京都からの補助金も加え、事業名も豊島区居住環境総合整備事業

と改め、今日までまちづくりに取り組んでおります。 

 現在は、東日本大震災を経て、平成２５年に東京都木密不燃化１０年プ

ロジェクト不燃化特区制度の先行実施地区として指定され、幹線道路と沿

道の共同化などと一体となった延焼遮断機能を高めることで、災害時の避

難経路の確保を含めた、燃え広がらない・燃えないまちの実現に向けた対

策を強化しているところでございます。 

 都と区では、計画道路の事業化にあわせて街路整備事業と一体的に防災

まちづくりを推進するため、沿道の街区単位で共同化等に関する意向調査、

懇談会の開催、勉強会の開催などを沿道協議会の皆様とともに実施し、こ

うした取り組みを沿道まちづくり報告会で地域の方々にお知らせし、情報

の共有化を図っております。 

 また、区では、平成１７年１２月のまちづくり提言書を踏まえて、平成

２０年６月に地区計画等の都市計画を定め、あわせて東京都による新たな

防火規制の区域の指定を受けております。この地区計画では、補助８１号

線沿道地区の土地利用方針として、補助幹線道路の沿道にふさわしい商業、

業務と住宅機能が調和した、中高層の集合市街地及び延焼遮断帯の形成、

敷地の共同化による防災性の向上を図るとしております。 

 また、平成２５年９月に補助８１号線沿道まちづくりビジョンを改定し

ました。それまで高度利用地区については高さの制限の適用を除外すると

しか示されていなかった、８１号線沿道での建築物の高さの最高限度に係

るルールを明確化したものです。あわせて、地域の安全性、利便性に加え

て、防災性及び居住環境の向上に資する地域貢献の内容を強化しておりま

す。 

 次に、参考資料１－２をごらんください。地域の概要について、説明い
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たします。 

 １番、地区の概要です。 

 今回の施行地区は、豊島区東池袋五丁目１９番の街区になります。補助

８１号線の沿道で、春日通りと日の出通りのほぼ中間に位置し、補助８１

号線によって街区の西側が斜めに削り取られるような格好で、幅員２５メ

ートルの都市計画道路で、建築基準法第４２条第１項第４号の道路に直接

接している敷地となります。区域の面積は約２，２８０平方メートル、お

よそ０．２ヘクタールで、防災再開発促進地区における市街地再開発事業

の補助対象となる面積を充足しております。建築敷地面積は、公共施設を

供出した後のおよそ１，６００平方メートルで、高度利用地区の対象とな

る面積を充足しております。 

 現況の地域地区の指定状況ですが、補助８１号線の計画線から路線３０

メートルの範囲と、それ以外の水窪通りの道路境界から路線２０メートル

の範囲の二つの区域にまたがっております。用途地域はいずれの区域も近

隣商業地域となっております。また、木密事業地区とリンクする形で、地

域全体に東池袋四・五丁目地区地区計画が指定されております。そして、

この地区の中で準防火地域に指定されている区域は、東京都の建築安全条

例第７条の３に定める、特に火災危険度の高い区域に指定され、東京都に

よって同条に定める新防火の指定も受けております。 

 ２番の経緯です。 

 平成１７年１１月に都市計画道路補助８１号線の事業認可がなされ、平

成１９年１１月には東池袋五丁目１９番街区共同建替え検討会が設立され

ました。平成２０年６月には東池袋四・五丁目地区地区計画が都市計画決

定され、平成２２年９月に東池袋五丁目地区市街地再開発準備組合が設立

されたという経緯でございます。 

 ３番の主な上位計画の位置づけです。 

 まず、東京都の上位計画について、ご説明いたします。 

 （１）の、平成２１年度に発表されました、東京都の都市づくりビジョ

ンにおきましては、センター・コア再生ゾーン、北部エリアに位置してお

りまして、緑に囲まれた都市空間の創出と都市を楽しむ都心居住の推進と

いった戦略のもと、東池袋の将来像として、国公有地などの計画的な土地

利用転換、都市計画道路の整備や、それに伴う沿道のまちづくり、木造住
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宅密集地域の改善により、安全でにぎわいのあるまちとして再生すること

を目指すとされております。 

 （２）の、平成１６年度に作成されました、都市計画区域の整備、開発

及び保全の方針におきましては、職住近接ゾーンについて、ごらんの三つ

の方針が示されているところでございます。 

 続きまして、（３）都市再開発の方針ですが、木密事業地域とリンクす

る範囲で、再開発促進地区として２号地区に指定されております。木造住

宅密集地域としての特性を踏まえた、再開発の目標と方針が示されている

ところです。 

 （４）防災街区整備方針としましては、木密事業としての地域特性に合

わせ、木密事業の推進によって防災性の向上と居住環境の改善整備を図り、

老朽木造建築物の不燃化・共同による建替え促進と広場やオープンスペー

スの確保による防災街区の整備を推進しております。あわせて、都市計画

道路や区画道路の整備といった、都市基盤の整備を推進することとなって

おります。 

 次に、（５）ですが、木密地域不燃化１０年プロジェクトです。燃え広

がらない、燃えないまちを目指す都市計画道路の整備にあわせた、延焼遮

断帯を整備することとしております。 

 ２ページをごらんください。 

 これらの東京都の方針や計画を踏まえて、（１）豊島区の都市計画マス

タープランでは、さらに詳細な地区の特性に合わせたまちづくりの方針を

示しております。この中で、東池袋四・五丁目地区につきましては、補助

８１号線の道路整備について生活に密着した道路とするよう方針が示され

ており、沿道の整備についても多様な市街地整備手法を活用することで道

路と一体となった空間や機能を有するまちづくりの方針を示しております。 

 ページの右側に記載しておりますとおり、８１号線の事業決定にあわせ

て、平成１７年末に沿道協議会から提出されたまちづくり提案を受け、平

成２０年６月に東池袋四・五丁目地区地区計画を都市計画決定いたしまし

た。地区計画の概要としましては、都市基盤の脆弱な木造住宅密集市街地

において、都市計画道路の整備と一体となった沿道の適正かつ合理的な土

地利用を推進することで、地区内の不燃化、共同化の促進と公共施設のた

めの空間の確保を図り、住・商・業務のそれぞれの機能な調和したまちな
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みの形成と、昔からお住まいの皆様が安心して住み続けられる安全で住み

よいまちの形成を目標としております。また、現在の地区施設の整備方針

としましては、地区の防災性の向上を図るため、防災道路の整備を図って

まいります。 

 ３ページになります。 

 地区計画に基づいて、まちづくりの具体的な方向性を示すため、補助８

１号線沿道まちづくりビジョンを策定し、沿道のまちづくりの将来像を示

しております。この中で、８１号線沿道での建替えに当たっては、一定規

模以上の大規模な事業を実施する際にはご覧のとおりの取り組みが求めら

れているところです。こちらの詳細な内容につきましては、本日おつけし

ている参考資料１－３をご参照願います。 

 次に、ページの右側、４、東池袋四・五丁目地区地区計画内における高

度利用地区の適用について、説明を申し上げます。 

 区では、高度利用地区の適用に当たっては、都市マスなどの上位計画に

基づき、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新の適正な推進

のため、豊島区高度利用地区指定方針及び指定基準によって高度利用地区

の指定を行っております。当該地区の地区計画では建築物の高さの最高限

度を定めておりますが、高度利用地区内の建築物については高さの制限が

適用されないこととなっております。そのため、指定基準をそのまま適用

いたしますと、一定要件のもと、周辺の街並みと調和した、高さの限度を

７５メートルとした高度利用を図るとする８１号線沿道まちづくりビジョ

ンの実現性を確保できないことから、あらかじめ地域貢献等の程度と、高

さ、容積率についての運用基準を示すことで無秩序な開発を抑制しながら、

土地の合理的かつ健全な高度利用を図り、防災性の高い市街地を形成する

ことでビジョンの実現を担保したいと考えているところでございます。 

 ここまでが前回の審議会の中で報告させていただいた内容となっており

ます。 

 引き続き、本日の本題でございます、東池袋五丁目地区第一種市街地再

開発事業等の都市計画手続きについて、説明いたします。 

 資料１をお取り出しください。 

 １番、都市計画決定等の理由です。 

 冒頭のご説明の中でも、概要の中でも触れましたが、平成２６年１月に
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東池袋五丁目地区市街地再開発準備組合から豊島区に対して、当該地区に

おいて建築物の共同化と土地の合理的かつ健全な高度利用によって防災性

の向上と居住環境の改善を図るため、市街地再開発事業の提案がなされた

ところです。これを受けまして、区では、組合施行による第一種市街地再

開発事業の都市計画決定を行うとともに、関係する地区計画等の変更を行

うものです。 

 ２番、都市計画で決定する事項です。 

 決定事項は、記載にありますとおり、ご覧の５件となります。そのうち

新たに決定する都市計画は、第一種市街地再開発事業の１件です。変更す

る都市計画は、東池袋四・五丁目地区の地区計画、高度利用地区、高度地

区、防災地域及び準防火地域の４件となります。 

 ３番の都市計画手続きの経過です。 

 平成２６年１月１０日に準備組合からの企画提案書が提出され、同月２

８日に都市計画審議会に報告いたしました。翌２月２６日に都市計画法第

１６条による都市計画原案の説明会を朋有小学校で行い、近隣の皆様を初

め、地区内の関係権利者の方々を含め、８０名の方にお集まりいただきま

した。その翌日から原案の公告縦覧及び意見書募集を開始し、３月１３日

に公告縦覧を終了し、また、２０日に意見書募集を締め切りました。今月

１日に東京都知事宛て、都市計画法第１９条及び第２１条の協議書を提出

いたしました。 

 次ページをお願いいたします。 

 ４番の都市計画で決定する内容の概要を説明いたします。 

 （１）新たに決定する都市計画の市街地再開発事業についてです。 

 件名は、東池袋五丁目地区第一種市街地再開発事業です。決定する理由

ですが、資料に記載しておりますとおり、木密地域での街区再編に伴う都

市基盤整備にあわせて、土地の合理的かつ健全な高度利用を図ることでオ

ープンスペースを創出し、地域の安全性、防災性を向上させ、良好な市街

地形成を図るために、第一種市街地再開発事業を都市計画決定するもので

す。 

 施行区域は０．２ヘクタールとなっております。公共施設の配置及び規

模については、ページ右側の計画図２をごらんください。道路として拡幅

する整備する路線が３本ございます。いずれも既存の道路を６メートルに
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拡幅整備する内容となっております。また、広場１号につきましては、現

在、水窪通りに面して整備されております、既存の６０平米の辻広場を当

該区域の北側に等積で移設するものです。建物の使用用途は住宅と駐車場

です。 

 次に、計画図３をご覧ください。まちづくりビジョンでは高度利用地区

内の建築物の高さの限度は７５メートルとされておりますが、今回の事業

における建築物の高さの限度はグランドラインから７０メートルの計画と

なっております。敷地の整備計画は、道路から壁面の位置を２．０メート

ル後退させ、歩道状空地を確保いたします。また、この計画図に記載はご

ざいませんが、広場１号とは別に、敷地の反対側、南側にまとまった約１

００平米ほどの地区広場を整備いたします。住宅建設の目標は、戸数で約

１３０戸、面積で約９，２００平方メートルを計画しております。 

 次に、変更する都市計画について、ご説明いたします。３ページをご覧

ください。 

 （２）変更する都市計画４件を順に説明いたします。 

 まず、①の東池袋四・五丁目地区の地区計画です。本ページの左側の記

載部分が変更前、右側が変更後の内容となっております。地区施設の整備

の方針と地区施設の配置及び規模について、今回の市街地再開発事業によ

って整備される公共施設等を新たに地区施設として定めます。そのため、

整備方針に広場と歩道状空地の項目を追加します。 

 次に、４ページをごらんください。 

 ②高度利用地区の変更内容について、ご説明いたします。高度利用地区

については、市街地再開発事業の決定にあわせて、土地の合理的かつ健全

な高度利用と都市機能の更新のため変更するもので、地域地区が二つの地

区にまたがり、指定容積率が地区ごとに異なることから、Ａゾーン、Ｂゾ

ーンに分けて指定しています。いずれも当地区の容積率の緩和基準に則っ

て空地を確保し、住宅を確保していることから、下段の（参考）欄に記載

してございますが、容積率の緩和①、②にあるとおり、２５０％の割り増

しをしております。 

 次に、５ページをごらんください。 

 ③、④の高度利用地区と防火地域及び準防火地域の変更について、ご説

明いたします。高度地区については、８１号線の事業進捗と市街地再開発
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事業にあわせて高度利用地区が決定されることから、市街地環境と土地利

用上の観点から、高度利用地区の際のＢゾーンに相当する区域の第三種高

度地区の指定をＡゾーンと同様に指定なしに変更するものです。防火地域

の指定につきましても同様に、都市防災の観点から準防火地域を防火地域

に変更いたします。 

 次に、資料２をごらんください。平成２６年２月２６日に朋有小学校で

開催しました、都市計画法第１６条に基づく都市計画素案の地元説明会の

開催後に公告縦覧期間にあわせて寄せられた意見書のまとめとなります。 

 この資料のうち、２ページにございます、１）都市計画に関する意見と、

２）の市街地再開発事業に関する意見について、ご意見の要旨と区の見解

を説明いたします。 

 まず、１）の都市計画に関する意見ですが、１点目、商店街、住宅街に

２１階の建物は必要ない。古きよき町並みを残してほしいといったご意見

が同様３通ございました。また、建物の計画を７階ぐらいまでにしてほし

いというご意見、２１階の巨大なタワーマンション建設には合理的な理由

はない。１０階程度のマンションが周辺住民の許容できる範囲である。ま

た、まちづくりが進んでいないのに、高さ７０メートルの建造物は高過ぎ

る。補助８１号線が開通してから１０年後ぐらいに計画されるのが好まし

いといったご意見です。 

 こういったご意見に対しまして、区の見解ですけれども、ちょっと読み

上げさせていただきます。東池袋四・五丁目地区地区計画における補助８

１号線沿道地区の土地利用の方針では、「補助幹線道路の沿道地区にふさ

わしい商業・業務と住宅機能が調和した中高層の複合市街地及び延焼遮断

帯の形成、敷地の共同化による防災性の向上を図る」としております。若

干飛ばしまして、木造住宅密集地域において、防災性の向上と居住環境の

改善を図るためには、土地の合理的かつ健全な高度利用による建築物の不

燃化、共同化にあわせて、道路拡幅やオープンスペースを確保することは

有効な手段の一つになります。そのため、この地区計画では、建築物の高

さの最高限度とともに例外規定を設け、「地域の安全性及び利便性の向上

に資すると区長が認めたものについて２倍とすることができる」と規定し

ており、さらに、高度利用地区内の建築物については、高さの最高限度の

規定が適用除外となっております。そこで、あらかじめ地域貢献等の程度
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と建築物の高さの最高限度等について基準を設け、無秩序な開発を抑制し

ていく考えですとございます。 

 その次に、容積率の緩和や、都市計画などを変更する意義が見い出せな

い。既存の容積率や都市計画の範囲内での計画をお願いしたい。また、既

存の容積率、建蔽率の範囲での計画とすべき。都合よく一方的なルールの

変更を行い、強引に推し進めるようなことになれば、当該地区の住民と周

辺住民との不和は決定的なものとなるというご意見です。 

 これにつきまして、当該地区の土地利用の方針といたしましては、防災

性の向上など、一定の地域貢献を伴う土地の合理的かつ健全な高度利用も

必要であると考えていることから、豊島区高度利用地区指定方針及び指定

基準に基づいて、壁面の位置や建蔽率の低減などの制限を定め、空地や緑

地、住宅の確保などの程度に応じて容積率の緩和を適用してまいります。 

 その下でございます、２）市街地再開発事業に関する意見です。 

 地域の整備目標を達成するのに２１階建てのマンションが必要なのか。

また、住戸数１３７戸の必要性が理解できない。余分な利益は考えないで、

最低限の計画にすべきであるといったご意見。次は、住戸数１３７戸がな

ぜ必要なのか。周辺住民への環境よりも業者利益誘導と言われても仕方が

ない。また、地域住民に貢献しているかのような餌を建前に、当該地区の

住民、建設会社、区が過度に利益を追求しているようにしか思えない。当

該地区居住者の金銭負担、マンション竣工後に受ける利益も不明確であり、

自分たちが利益を享受することで、周辺住民を食い物にしていると考えて

しまうのも自然なことですというご意見です。 

 これに対しまして、区の見解でございますが、当地区では、細分化され

た土地を統合し、道路の拡幅整備や広場等の確保にあわせて、土地の高度

利用を図り、従前地権者の権利を新たな共同建物に変換する手法として、

第一種市街地再開発事業を実施することにより、住み続けながら、密集市

街地の改善整備を行っていきます。市街地再開発事業は、手続や事業の進

め方が法律で定められており、従前の地権者の権利は等価で新しい再開発

ビルの床に置きかわることになります。このため、地権者が過度な利益を

得ることはできない仕組みとなっております。また、市街地再開発事業は、

道路や広場など、地域貢献施設の整備や事業中の補償費等の経費を賄いな

がら事業の収支を均衡させる必要があることから、地権者が権利変換しな
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い保留床を処分することで事業性を確保することになりますというふうに

考えてございます。 

 続きまして、本資料の４ページをお開きいただけますでしょうか。こち

らは、表の上にございますとおり、意見書の提出期間以外に提出されたご

意見をまとめたものとなっております。 

 同じように、１）都市計画に関するご意見のところですが、これはまず

意見書の要旨ですけれども、中高層ビルマンションの建設には絶対反対だ。

二つ目、中低層住宅や建物が多い地区に２１階のマンションを建てること

に大きな違和感を覚える。建物の高層化は不要であり、反対である。７か

ら８階建てまでにすべきである。低い建物の多い池袋駅から１キロ以上も

離れているところに高層の建物を建てることには反対だ。せめて１０階ぐ

らいにしてほしい。もう少し周囲の建物との調和を考慮して、階数を落と

したほうがよいのではないかといった意見が同様２通。計画建物７０メー

トルとのことだが、眺望、景観が著しく悪化するので、半分の３５メート

ルに抑えてほしい。また、５階程度の建物が理想であるといったような、

高さに関するご意見でございます。 

 それに対して、右側に区の見解がございますが、これは提出期間内にご

提出いただいたご意見に対する回答と同じ内容となっておりますので、読

み上げは割愛させていただきます。 

 続いて、都市計画に関する意見の二つ目のグループです。計画に賛成す

るといったご意見が２通。地域特性を踏まえて事業を進めてほしいといっ

たご意見です。 

 これに対し、区としましては、東池袋四・五丁目地区計画で定めるまち

づくりを進めるとともに、木密地域不燃化１０年プロジェクトによる不燃

化特区制度等を活用しながら、地区の不燃化を促進してまいります。 

 三つ目のカテゴリーです。首都直下地震が起きたらどうにもならない災

害に弱いまちだ。古く狭小住宅で密集し、建替えもできない。補助８１号

線沿線だけでなく、都電荒川線の南側の地域についても再開発を進めてほ

しいというご意見です。 

 これに対しましては、東池袋四・五丁目地区につきましては、防災都市

づくり推進計画の重点整備地域に指定しており、都と区が連携してまちづ

くりを進めております。また、平成２５年４月には木密地域不燃化１０年
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プロジェクトの不燃化特区の指定を受けましたので、未接道敷地など、地

域の課題解決に向け、共同建替えなども含めた防災性の向上に努め、燃え

広がらない、燃えないまちの実現に取り組んでまいりますといった内容と

なっております。 

 その他の意見も、提出期間内、期間外に出ておりますが、おおむね日照

の問題であるとか、風の問題というふうになってございます。ちょっと量

がございますので、こちらのもの、その他の部分につきましては、この場

での読み上げは割愛させていただきます。 

 なお、日影についてですが、現在の計画は法令で定められた範囲で適法

に計画されております。今回の事業で敷地の周囲に６メートル幅員の道路

を整備、配置するなど、隣接する街区にお住まいの皆様への影響が軽減す

る内容、計画となってございます。風につきましても意見が寄せられてお

りますが、これにつきましては組合側で適切な対応を求められる事柄です

ので、今後の詳細な設計の中で検討していくことになると考えております。 

 最後になりますが、参考資料２をお取り出しください。 

 都市計画で定める主な事項としまして、市街地再開発事業及び地区計画

でそれぞれ定める公共施設の配置と規模を１枚にまとめたものが左上の図

でございます。また、現在、準備組合が想定している整備方針が左下の図

となります。まだ不確定の要素もありますため、外観を初め、イメージの

変更は今後十分に考えられますが、現状想定されております計画はおおむ

ねここに記載されたものになるだろうと想定しております。 

 今後の進捗予定ですが、右下のような計画となってございます。６月２

日から都市計画法第１７条に基づく公告・縦覧と意見書の募集を行い、７

月の都市計画審議会に決定の付議をお願いし、同月中に決定したいと考え

てございます。 

 大変長くなりましたが、報告は以上です。 

会長  ありがとうございました。 

 少し長くなりましたけれども、ただいまの説明に関して、ご質問あるい

はご意見がございましたら承りたいと思います。いかがでしょうか。 

委員    今回から審議会の委員になったということもあるんですけれども、計画

の周辺の状況ですよね、例えば、都市計画の変更図面のところに高度地区

の指定状況等々があるんですが、用途地域と容積、建蔽と高度地区をあわ



22 

せて表現したような図面があって、周辺の土地建物の利用の状況がどうい

うものであるのかといったことを少し説明をしていただくような資料をご

用意いただいたほうがいいのかなと思っています。というのは、いろいろ

なご意見を出してくださる方が主に周辺地域の方ですよね。そういう方に

はどういう影響、どういう規制のもとでどういう影響が及ぶ可能性がある

のかということを行く行く多分示す必要があって、その際にそのベースと

なる都市計画の規制の状態についてはお示しいただけるといいのかなと思

います。 

会長    ご要望ですか。 

委員    要望です。我々が勉強する上でも、そういう図面がないとなかなか判断

できない部分がありますので、よろしくお願いいたします。 

都市計画課長 ありがとうございます。ちょっとご説明だけさせていただきたいと思

いますけども、もともと補助８１号線の事業化される前は、こちらは一種

住居の３００であったと。そういった中で、平成２０年に東池袋四・五丁

目地区の地区計画というのを定めました。その中で、沿道地区ですとか、

そういった補助８１号線沿道地区、それから、坂下通り沿道地区ですとか、

そういったことで用途、容積等を変えてきた経緯がございます。そういっ

た資料につきましては、次回またご説明をさせていただく機会には、資料

としてつけさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

委員    私も、ちょっと要望として、ご説明とか、あと、資料を今後いただけた

らなと思っているのが、私、高齢者福祉とか、コミュニティケアが専門で

すので、そういう立場で発言させていただくと、地域の方のご意見の中に

竣工後のメリットがなかなか見えないというお話があったかと思うんです

けども、やはり、首都直下型とか、今すごく皆さん危機感を持っていらっ

しゃる中で、そういうものができて、集会の施設のところに防災の資材が

置かれたりということが書かれているんですけども、実際、道路の幅を広

くしたり、空き地をつくったり、広場をつくったりして、空間ができただ

けではなくて、その後の防災であったりとか、人がどういうふうに流れて

くるのかというようなシミュレーションであったりとか、本当に安全・安

心になるというところが見えれば、いろいろご理解いただけるところもあ

るのかなというのと、やっぱり、どうしても高齢者の方ですと、上に延ば
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して下に降りてくるというのがすごく大変だったりとか、そういうことが

あるので、そのあたりのご説明であったりとか資料とかが今度いただけた

らいいなというふうに思います。 

都市計画課長 ありがとうございました。次回のときにその辺のご説明ができる内容

についても資料としてつけさせていただければと思います。 

会長    ほかにはいかがでしょうか。 

岡本委員  恐れ入ります。今ですね、意見書の要旨とともに、区の見解というのを

ご説明いただいたんですけれども、具体的には区の見解というのは、質問

者に対して文書か何かで回答されるんですか。 

都市計画課長 この後、案の縦覧という作業に入りますけれども、その際に、この質

問と区の見解も全戸配布をさせていただいております。 

委員    実はですね、ご質問者は一般の区民ですよね。それに対して、区の見解

というのは非常に行政的な文書の書き方で、多分、質問者はこれを読んで

もよくわからないんじゃないかなと思うんですね。この木密地域について

は、きょう、事務所協会の山崎支部長がいらっしゃいますけれども、事務

所協会が、一応、相談員ということで、区民の相談に応じるということに

なっているんですけれども、余り活発に活用されていないと。それから、

この木密地域の中にはＵＲが土地を買い取ってまとめるという仕組みがあ

るんで、その中で、豊島区には不動産の協会が二つありますので、二つの

協会が、連合してＵＲと協定を結んで情報をＵＲのほうに持ち上げるとい

う仕組みもつくりました。しかし、これも活用されておりません。どうし

てかというと、多分、区のＰＲが足りないし、区の相談員はもっと宅建業

者だとか、私、商工会議所に属してからいうわけではありませんけども、

商工会議所にはそれこそ事務所協会を初めとして設計士の方もたくさんい

るし、不動産業者も、それ以外の資格者もたくさんいるわけですよね。ど

うして民間をもっと活用して、民間と当該地域の区民との連携をとるよう

にしないのか。今、拠点まちづくり担当課長のご説明がありましたけれど

も、非常に量がたくさんあるので、課長としても非常に早口で説明されて、

聞いているほうはわからないんですよね。１回聞いただけじゃわからない

ことを一般の区民の方はなおさらわからないと思うんですね。本当にもっ

と丁寧に説明するためには、行政の方々だけでは、多分、手が足りないん

じゃないかなという気がしてならないんですね。とすれば、ある程度の知
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識を持っている人を行政の傘下に置いて詳しく説明して、その人たちが区

民にさらにわかりやすく説明するという制度をつくっていただけると、木

密というのは、多分、東池の四・五丁目だけではなくて、この後、本町だ

とか、上池だとか、長崎だとか、区全体に広がっていくわけですよね。僕

は、仕事柄、東京都の第四建設事務所なんかにも挨拶に行くんですけれど

も、延焼遮断帯の道路は、まだ何一つ進んでいないんですね、出先の機関

の中では。言われたって上で決まってこない、事業計画も決定されないん

だから何もしようがないよというようなことで、もう既に３年たっている

んですよね。これをあと７年でやり遂げるというのは、よほど腰を入れて

やらないと難しいんじゃないかなという危機感を非常に強く持っているん

ですけれども、何とかお考えいただけないでしょうか。 

 以上でございます。 

地域まちづくり課長 地域まちづくり課長でございます。 

 昨日も、建築事務所の山崎支部長さんいらっしゃいました。この件につ

きましては、非常にやはりそういった相談、またＰＲ、今、お話もござい

ましたが、ＰＲについても、まだまだ不十分だというふうに認識してござ

います。相談につきましても、やはり、そういった個別に丁寧な相談をこ

ちらから派遣で専門の方に行っていただくというようなことにつきまして

も、やはり、これは非常に早急に考えていかなければいけないというふう

に理解しております。 

 ちょっとそう言いながら時間もたっておりますけれども、できる限り、

早く対応してまいりたいと思います。 

会長   具体的にということではないのですが、将来的に、多分そういう民間

等の力をお借りしながら進めていかなければいけない。何よりも今回、

報告のタイトルは、五丁目の第一種市街地再開発事業に伴う都市計画変

更ですけれども、舞台としては、四丁目・五丁目全体を木密地域として

どういうふうに整備していくのかと、その全体の整備のベースに地区計

画があると。その中にプロジェクトとして五丁目のきょうご説明いただ

いた第一種都市計画事業が上がってきているわけですが、将来、不燃化

１０年プロジェクトという年度を切ったものもありますけども、全体と

しては、地区計画に基づく整備を今後とも継続的に進めていく。その中

で、また、プロジェクトが幾つか動き出す。そういう全体像を見通した
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上で、どんなまちにしていくのかということを、やはり、地域の皆さん、

特に地域の土地建物等を持っておられる関係権利を持たれている皆さん

がきちんと踏まえて、まちづくりということをお考えいただけるという

ことが非常に重要だと思いますので、いろんな機会を持って地域の中に

入ってお話をし、ご説明をすると、そんなことが必要になってきている

ということだと思います。 

 今後含めまして、この手続もそういう一環だと思いますが、地域へのま

ちづくりを継続する息の長い取り組みのあり方を改めて少し検討してみて

はいかがかと、そんな趣旨も含めてのご意見かなと承りました。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

委員    私は、この地域説明会、２月２６日で伺いました。それで、その後、議

会の中では取り上げさせていただいたりという経過があるんですけれども。

改めて伺いたいんですが、この事業に関連して、先ほどの説明でいうと、

平成１９年共同建替え検討会の設立というのが出ているんですけれども、

具体的にこの時期から区のかかわりがあったのかどうか、そこら辺に関し

てはいかがでしょうか。 

都市整備部副参事 木密不燃化担当の副参事です。よろしくお願いいたします。 

 沿道のＡ街区ばかりではなくて、まだほかにも共同化をやっております

けども、一番最初の時点で、豊島区と東京都の共同で地域に入りながら、

それで、途中から民間の事業者さんが選定をされてきたという経緯がござ

いますので、一番最初の発端というのは、豊島区が地域の方々のところに

入りながら、共同化ばかりではなくて、まちづくりのお話し合いを始めた

というのが経緯でございます。 

委員    ちょっとこれは個別にいただいた資料なんですけどね、平成１９年から

平成２３年まで区としてコンサルタントの委託をして、今、部長さんとい

うのか、副参事のほうのご答弁がありましたけれども、そういうコンサル

タントの委託に関しては、東池袋五丁目１９番街区共同建替え検討会とい

うところにコンサルタントの派遣を、最終的には特定財源で金を出すわけ

ですけれども、トータルで５，３６４万４，０００円ぐらいが出されてい

るわけです。 

 それで、ここで何を言いたいかと言いますと、この間、地域説明会を参

加させていただき、また、今日の意見書等を読ませていただくと、やっぱ
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り、地域全体の中で、少なくとも近隣の人たちの中でどういう合意形成が

なされてきたのかというのが、この間さまざまな場面でも質問させていた

だいていますけれども、一番やっぱり気になるところです。直接ここの事

業に該当する知人の方もいらっしゃって、その人たちはもう随分前からや

っているのよねというお話でした。ただ、その周辺にいらっしゃる方々に

とっては、何か動きがあるというのはわかっていたけれども、具体的には、

去年の暮れに初めて会社、事業者のほうからの説明があったというような

感じで、やっぱり、まちづくりの一環で、しかも安心・安全のまちをつく

っていくんだということであれば、単にここの再開発事業だけではなく、

これが地域との関係でどういうようになっていくのか、地域の人たちがど

ういうふうに受けとめていくのかという、そこら辺の地域全体でのやっぱ

り話し合いというか、計画に到達するまでの一定の経過というのは必要だ

ったんだろうというふうに思うんですが、そこら辺のかかわりはどうだっ

たんでしょうか。 

都市整備部副参事 ちょうどそのようなことも踏まえて、今回、参考資料１－１とい

うところに東池四・五丁目地区のまちづくりについてという１枚ものをご

用意いたしましたけども、その中に左側のところにこれまでの経緯を少し

詳しくご説明しているのと、右側に年表みたいなものをつけさせていただ

いておりますけども。８１号線沿道につきましては、それともう一つ、こ

ちら、参考資料１－３になります、カラー刷りで８１号線沿道まちづくり

ビジョンというのをおつけしてございますけども、ちょうど参考資料１－

３をごらんいただきますと、８１号線の都市計画道路の沿道にオレンジ色

でずっと色を塗ってございますけども、それが地域の方々へお声かけをし

て、共同化を含めたさまざまなまちづくりを一緒に検討しませんかという

ことを区あるいは東京都からお声かけをした範囲でございます。その中に、

今回、Ａ街区ということでございますけども、それ以外にも幾つかも街区

がございまして、いわゆる共同化に関心というか、合意ができるという

方々がだんだん絞られてきて、全ての街区ではなくて、その中から幾つの

街区が共同化に進んでいったということでございますけども。その中で、

全体の説明会、あるいは街区ごとの説明会、それから、アンケート調査な

どを行って、そんなことを踏まえながら、長い経緯を経て今日に至ってい

るということでございますので、いきなりＡ街区ができ上がったというわ
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けではないわけではございません。この間、やはり１０年以上の年数がた

ってございますので、当初のアンケート、あるいはお話の中で余り関心の

なかった方々にとりましては、ちょっと唐突感が出ているというようなこ

とが実態でございますが。区からの働きかけとしましては、そういった一

定のステップを踏みながら、やっとここまでたどり着いてきたというのが

状況でございます。 

委員    今、そういうお話がありましたけれども、現実には、先だってＧ街区の

都市計画決定をしたわけですけれども、このときに、一番最初の平成２０

年度に最終的に出された地区計画決定、でも、あれは区長さんが高い物を

建てたらいいよというご判断があった場合には、当初の地区計画決定、高

さが多分２０メートルで、７階建てぐらいのイメージがあったと思うんで

すけども。そこら辺が地域、この東池の四・五丁目全体の地域の人の一つ

の認識だったと私は思いました。なぜそうだったかというと、やっぱり、

一定の高さを制限するような地区計画決定をしたときに、相当何回もあそ

この当時の大塚台小学校、朋有小学校のところに集まって、いろんな話が

されたりとか、報告がされたりとかという経過の中で、そういう認識を持

っていたんだと思うんです。それが、最終的に計画決定というか、地区計

画決定されたときには、区長さんのそういうご判断があったときには倍に

していいよというようなのが出て、その後はとんとんと規制緩和が高度地

区になったりとか、それから、容積率の規制緩和になったりとか。だけど、

ここら辺に関しては、地域の住民の方々はそれほど知りません。にもかか

わらず、ぼんぼんとこういう計画が出てくるというふうになってくると、

木密の関係とか、安心・安全というのは十分認識していても、それがイコ

ール何で７０メートルのものがあそこに建てられなきゃいけないのかとい

うのが説明会でも出ていましたし、今回の意見書の背景なんだろうという

ふうに思います。 

 意見そのものはきょうあれなんですけど、もう一つ知りたいんですけれ

ども、例えば、共同化をして地域の人たちが住み続けるんだというような

発想が一つあると思うんですけれども、一つＥ街区、このＥ街区に関連し

ては、補助８１号で立ち退きをせざるを得なかった方々が中心的にお入り

になられるということで、こういうことというのは重要だなというふうに

思っているんですが、現実的には住民の方がどのぐらいここに入っていら
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っしゃるのか。それから、Ｇ街区はどうなのか、今回のＡ街区はどうなの

か、順番でご答弁お願いします。 

都市整備部副参事 まず、最初にＥ街区ですけども、共同化の一番最初の事業です。

それで、今のご指摘にありました道路の事業で転出せざるを得なかった方

が優先的に入れる仕組みをつくりましたけども、その床が１２戸つくりま

して、今、手元にそれをやりました事業者のパンフレットですけども、１

２戸つくりまして、そのうち代替床に入居者が９名というような形になっ

てございます。これがＥ街区です。それとあと、Ｇ街区につきましては、

現在、事業者さんが解体をやっておりまして、まだ事業に着手していない

という状況でございますので、そちらについては、権利者さんの入居が今

後どうなるかというのは把握してございません。それから、Ａ街区は今回

この事業でございますけども、これにつきましては、権利者さんが３０名

ございまして、まだ権利変換計画は今後になりますので、それが決まらな

いと決定しませんけども、おおむね権変規模が１４ということであります

ので、再開発事業としては大体５割ぐらいが、大体、権変規模になるとい

うふうに考えてございますけども、大体、それと同じ５割程度というよう

なことが権利変換の希望になっておると、そんなような状況でございます。 

 すみません、あとちょっと補足です。３０名のうち１４名が権変でもう

決まっているということで、あと、まだ意思をはっきりと決められていな

いという方が１０名ほどおりますので、それらが権利変換になれば２４名

ですか、そんなような状況になってございます。 

委員    時間の限りもあります、終わっていきたいと思うんですが、少なくとも

Ｇ街区に関しては、これを決定するときに地元で立ち退くというか、ここ

に戻って来られる方が３世帯というふうにご報告はこの都計審の中でされ

ていたと思います。それから、Ａ街区に関しては、確か３０世帯というか、

あるんですけれども、この間の委員会でお尋ねしたときに、区長さんが１

２５人の方々の同意が得られましたというようなご答弁をしてくださって

いるんです。ですから、ちょっとそこら辺の数字的な整合性を、これは資

料で結構です、お出しいただきたいというふうに思います。 

 終わります。 

会長    今、資料はありますか。 

都市整備部副参事 先ほど、ちょっと私のほうで勘違いして、今、ご審議いただいて
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いるＡ地区のほうでお答えしましたけども、１２５名の権利者さんという

と、南池二丁目のＡ街区ではないのかなというふうに思いますので、まず、

そちらのほうとあわせて後ほど資料を提出させていただきます。 

会長    後ほどというのは、きょうではなくて。 

都市整備部副参事 できれば次回までにということで、よろしくお願いいたします。 

会長    ちょっと関係権利者の件数と、それから、転出されるケース、転出され

ないでとどまられるケース等々を合わせての数字については、次回までに

少し精査をしてご報告をさせていただくということでございますが。 

委員    それとですね、この間、これからのテンポでいうと７月の都計審で決定

をしていくと。今の状況からいうと、約１カ月ちょっとしかなくて、だけ

ども、これだけ意見書でいろいろな意見が出ているということは、相当、

対応をきちんとしていかなきゃいけないんではないかというふうに私は読

んでいて思いました。 

 それと、この間、やはり委員会等々で質問したときに、今回の意見書の

結果を見て、区としてもどういうふうに対応していくかは考えていくとい

うようなご答弁をいただいています。今の段階で、周りの人たちに対して

区の説明書を全戸配布するというご意見というか、そういう方向性は出さ

れましたけれども。そうじゃなくて、やはり、こういうような流れの中で、

地域の人たちが本当にここをどういうふうに安心・安全なまちづくりをし

ていこうと思っているのか。それから、地域貢献ということが非常に強調

されましたけれども、地元住民への地域貢献は何かというような質問も出

されていました。こういうことに対する具体的な地元の人たちが考えてい

る貢献、区のほうが計画の中で打ち出してきている。区というか、再開発

組合の準備会のほうが出されている貢献の中身の食い違いも歴然としたも

のがあります。 

 そういうものに対しても、やっぱり、都市計画決定をするという点では、

私たちは、大変、大きな責任を負うわけですから、やはり、どういうよう

に地元の人たちに対応していくのか。全戸配布をするだけで終わるべきも

のではないというふうに考えますので、ちょっとその点に関してのお考え

をお示しください。 

都市計画課長 それでは、これから、先ほど、７月の都計審の付議ではないかという

お話もありましたので、ちょっと参考資料２の最後にスケジュールをお示
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ししております。この後、６月上旬から案と公告・縦覧ということで、再

度、公告・縦覧を予定しておりまして、７月下旬には都市計画審議会で付

議といったような流れを考えてございます。そういった中で、案の公告・

縦覧をする際に、こちらの先ほどご報告させていただきました意見、原案

のときの意見、それから、区の見解というのも添えてご案内をするといっ

たところでございます。そういった中で、説明会以後からでもありますけ

れども、個別の対応もしているといった状況もございますので、今後も、

この意見書が出たから区として見解を出したというだけではなくて、そう

いった方、記名で来ておりますので、そういった方への個別対応も含めて

行っていくと、継続していくといったところでご理解をいただくような形

で、対話も含めて対応していくといったところでございます。 

 今後のスケジュールにつきましては、参考資料２の一番下にあります６

月上旬には案の公告・縦覧・意見の募集をして、７月後半には都市計画審

議会に付議という形で計画を進めていこうとしているところでございます。 

委員    先ほどのご意見もありました。公告・縦覧というのは、なかなかたくさ

んは意見は出てこない。でも、今回は思った以上にやっぱりいろんなご意

見が出てきたなという印象です。そういう状況を考えたときに、この間、

正式に地域説明会という形でやっているのは２回だけなんですよ。だから、

私は個別への対応は対応としてやっていただく。でも、同時にやっぱり地

域に対しての説明会というのを複数回きちんと開く。ただ、前提というの

は、こちら側の、区側の考え方をご説明するというだけではなくて、地元

の直近の方々が何を望んでいるのか、それをどう具体化をさせるのかとい

う立場で、私はそういう説明会というか、懇談会というか、そういうもの

をぜひ開いていただきたいし。その結果をこの計画の中に反映をしていた

だきたいというふうに思います。 

 要望です。 

委員    東池袋四・五丁目地区の課題というのは、本当にきょう改めて資料を出

していただいて、長い議論をずっとやってきて、議会の中でも相当長く東

池四・五丁目の問題というのは取り上げられてきたというふうに思ってい

ます。そういう意味では、個別ではありますけれども、Ｅ街区やＧ街区、

今度はＡ街区ということで、具体的な都市計画決定というのが出てくるわ

けですけれども、地域の皆さんも全然知らないわけではない。状況のこと
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もわかっていらっしゃるだろうし。木密地域の解消に向けて何とかしなく

ちゃというお気持ちは当然あるだろうというふうに思っているんですね。

やはり、いざ具体的に設計図が出たり、イメージ図が出てくる、イメージ

のパースなんかが出てくると、どういうふうに変わっていくのかというこ

とに対しての不安というのは、やっぱり、周辺の住民の方には当然出てく

るだろうと私は思います。 

 そういう意味では、説明会も大事ですけれども、やはり、大きい説明会

というのは、なかなか不安を感じている方たち、自分の地域はどうなるの

かとか、非常に心配されている方たちが発言しにくい部分もあろうかとい

うふうに思います。やはり、区としてやはり地域に入っていって個別のご

意見なりご説明というのは丁寧にしていくべきじゃないかなというふうに

思っておりますけれども。今までの手法を積み重ねてきた上で、その辺で

の問題はいよいよ都市計画決定は間もなくですから、このＡ街区に関して。

だから、そういう意味では、今まで積み上げてきたものに対して、豊島区

としてどういうふうに考えていらっしゃるのか、その辺のところをちょっ

と説明していただきたいと思います。さっき都市整備部副参事も少し説明

されましたけれども、お願いします。 

都市整備部副参事 まさにご指摘いただいたとおり、これまでやってきたこともきち

んと地域の方々にご説明をする必要がございますし。それ以上に不燃化特

区という形で、まだまだ足りない木密の改善に向けた取り組みを加速させ

なきゃいけないという、今、そういうところにございます。今回、Ａ街区

という共同化を進めている主体となる事業者さんがいらっしゃいますけれ

ども、そこの課題については、そこの事業者さんが中心になって、もっと

周辺の方々に個別対応をする必要があるというふうに考えております。区

も、また必要があれば一緒になってご説明をしていかなきゃいけないとい

うことがあると思います。あわせて、この地域全体の不燃化に向けての取

り組みは、不燃化特区という事業を看板にして、今、進めておりますけれ

ども、まだまだ十分なご説明が足りているというふうには考えておりませ

んので、共同化のこと、共同化以外にも個別の建替えの助成制度などもあ

りますので、そういった懇談会も、今後、頻繁にやっていく予定をしてご

ざいます。そういった中で、まさにこれからのまちづくりをどう進めるの

かというところをさらにご理解いただけるように努力していかなければい
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けないなというふうに考えてございます。 

委員    木密の本当に地域に行くと密集していて、冷蔵庫を買ったらどこから入

れるのかなというふうに思うようなお宅もたくさんある中で、やはり、木

密を解消していって、安全で安心なまちにしていくということは、多分、

おおむね地域の皆さんは総論では賛成だというふうに思うんですね。大体、

皆さん、安全なほうがいいし、住みやすいほうがいいというふうに思われ

ると。まして、狭いところなんかは本当、高齢者の動線の話も先ほどあり

ましたけれども、車椅子をどうやって転がしていったらいいかなんていう

ようなところもあるわけですから。そういう意味では、木密解消に向けて

こうやってわずかな街区ずつでも、少しでも一歩でも進めていかなきゃい

けない。しかし、木密は短い期間、不燃化特区は期間も短いですから。や

はり、地域の皆さんに説明していく、こういう総論的なものはいいんだけ

れども、こうやって個別にイメージパースが出てくると、それに対する不

安が出てくるということもあるわけですし。しかも期間も短い、今後の取

り組みについていえば。そういう意味では、やはり、スピードが要求され

るという、大変、困難な状況ではありますが、やはり、これだけ長いこと

東池四・五丁目の防災まちづくりだとか、居住環境のまちづくりだとか、

いろんなことをやってきているわけですから、やはり、それがきちんと実

るような、一つ一つのご意見を伺っているともっともなところもあるし、

今までの豊島区が積み上げてきたことは一体どうなっているのかなと思わ

ざるを得ないようなご意見も出たりもしていますので。やはり、もっと見

える形で地域に入っていってご理解をいただくような、そういうことが必

要なんじゃないかなと私は思いますので、ぜひ、これからも緻密な取り組

みを積み重ねていただきたいということを要望させていただきます。 

 以上です。 

会長    時間的、それから、空間的に見ると、さまざまな取り組みがあって、時

間的に見れば、昭和５８年に始まった木造密集市街地の整備と。これまで

もう随分長い間、この地域では防災まちづくりを進めようと。それが、こ

こ数年でさまざまに急転直下的に動きが早まっている。特に、東日本大震

災を挟んで、区民の皆さんの防災意識も上がってきているわけですけれど

も、東京都を初めとして、都市づくりで安全・安心をという動きも強くな

ってきているということがあります。 
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 したがって、今回の五丁目の再開発事業もありますが、今後、さらにど

ういうふうに防災まちづくりとして安全・安心を追及していくのかと。あ

る意味では、その一つのモデルケースというふうにも今回言えるわけです

ね。お手元の資料で言いますと、何か高さばかりがある意味では議論され

る傾向、これは日本全国どこでもそうなんですけど、参考資料２の左側の

下の図ですね、整備方針図、ここに先ほど周辺の皆さん等々含めた、当事

者を含めてご意見を参考にしながら、そうしたご意見に沿える形で検討さ

れた結果が、この整備方針図に現在のところ集結しているんだと思います。

歩道状空地というようなことで、敷地なんですけれども、歩道として一般

に開放すると、それによって幅の広い歩道を確保し、車椅子でもすれ違え

るような街区をつくる。それから、都市計画的には広場１号と地区広場１

号という左右の休息の広場と交流の広場というのですが、それ以外に東側

といったらいいんでしょうか、四季彩の広場という、こういう三つの広場

をそれに面してつくるということで、非常に足元は開放的な空間として、

いわば地域の皆さんにも開放される空間がたくさん整備されてくると。さ

らに、そうした通路等を活用して、補助８１号と東池袋四丁目のまちとど

ういうふうにつなげていくのかということをこの矢印で示されているんだ

ろうと思います。また、新たにこういう道路ができて、車の動きその他も

変わってくるということを含めて、この整備方針図というものを、よりき

ちんと説明をし、ご理解をいただく、あるいはご意見を伺うというような

ことが、今後も継続されていくことが大事ではないかという委員のご意見

でもあろうかというふうに思います。 

 なかなか平面図だけではわからないところもあって、本当は、少し模型

のような形で、こんなふうな町並みに変わるんだということが示せると、

よりある意味ではわかりやすいということもあろうかと思いますが、いず

れにしても、どういう考えでどんなまちをつくっていこうとしていくのか

ということを説明いただくと。その際、多分、豊島区にも高層建物の紛争

防止で必ず説明をしなければいけない範囲と。それが日照の問題であった

り、風の問題にかかわるエリアです。それ以外にもう少し離れていてまち

づくりにかかわっている。これは東池袋四丁目・五丁目全体、防災まちづ

くりということでは一連です。それから、関係権利という意味で言います

と、賃貸アパートその他に入られている方も区民ですし、土地建物を持っ
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ておられる方も区民ですし、さらに子細は私はわかりませんが、不在、こ

こには住まわれていない土地建物をお持ちの方もおられると思います。そ

ういう方々を含めて、足元の問題からまち全体の問題まで、まち全体の問

題は非常に先の長い話にも通じるわけですけれども、時間と空間でさまざ

まな課題が出てきていると。ですから、一番の当事者は３０人と先ほどお

話がありましたけれども、いわば主体となってこのプロジェクトを動かさ

れる区民の方、周辺に住まわれる区民の方、あるいは地域全体に住まわれ

ている区民の方、それらの方が意見が合意をするといいましょうか、皆さ

んが考え方を共有できて、こういうまちにしていくと。将来的には、先ほ

どのＡ街区からたくさんの街区、これは東京都が都市計画道路とその沿道

を不燃化することで、大火災が発生したときに火災を防ぎとめる、そうい

う延焼遮断帯を形成していくんだということで取り組んできているわけで

すけれども。なるべくそういう形をとることで、より多くの区民の皆さん

の命も守っていくと、そんなまちづくりにつなげていくことが必要だろう

と思います。 

 そういう意味で、今回のプロジェクトは、ある意味ではＥ街区、Ｇ街区、

Ａ街区というのが先行しているということですので、特に、ＥとＡですか、

そうした二つの道路の両側にプロジェクトが動くことによって、将来のま

ちの姿も含めた議論のきっかけとして、息の長い取り組みを区としてもお

願いしたいと思いますし。また、ご質問、ご要望に対して、きちんとお答

えしていくということも大切な取り組みだろうと思います。 

 さりながら、スケジュールがありますので、いつまでも話し合いが続く

ということではございませんが、時間の中で可能な限り、詳しくご説明い

ただき、多くの皆さんにまちづくりということでのご理解をいただいてい

くと。そういう方向をぜひとっていただいて、都市計画決定というところ

に持っていければなというふうに思いますので、きょう、委員の皆様から

地域とのかかわりに関してさまざまご意見をいただきましたので、それら

を踏まえて、事務局としてもご尽力をいただければなというふうに思いま

す。 

 そろそろ予定の時間が近づいているんですけれども、そのほかにご意見

あるいはご質問等はありますか。 

委員    すみません、もう時間なのに申しわけないです。意見書の中で特別の方
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かもわかりませんけれども、高さに対する反発のご意見が非常に多かった

ような印象を受けたんですけれども。実は、この後、池袋本町でも長崎で

も都市計画道路が敷設されてくると同じような問題が起こると思うんです

けども。実は先月だったか、先々月だったか、文京区では、全ての区域に

最高限度を決めたんですよね。例えば、一種高度だと１０メートルですけ

ども、二種高度だと二十何メートルとか、三種高度だとどうだというよう

に都市計画図を見ただけで、その地域の高さの最高限度がわかるような仕

組みをつくったんですね。多分、豊島区もこれから先、全区的にいろいろ

な再開発が進んでくると、そういう仕組みというのも必要なんじゃないか

なと。つまり、どういうことかというと、豊島区の建蔽容積にしても、全

て地区計画で細かく個別的に決まりますんで、非常にわかりにくいんです

ね、はたから見ると。だから、もう少し全区的に、この地域はこの高さま

でだよというようなことが決まると、区民の方もこういう個別の問題にな

ったときに非常にわかりやすいんじゃないかなという気がするんですけれ

ども。 

 ご質問じゃありませんので、ご意見を述べさせてもらいました。 

会長    何かありますか。 

都市計画課長 ありがとうございます。文京に限らず、ほかでもそういった取り組み

をしている区が何区かあるというのは承知をしているところでございます。

これから木密１０年プロジェクトを５路線７区間の沿道も地区計画を前提

とした都市計画に進む中で、そういった部分を一つの選択肢として考えら

れるのかどうかといったこともあろうかなと思いますので、今後の豊島区

のために何がいいのかといったことも含めて検討の一つにさせていただけ

ればと思います。よろしくお願いいたします。 

会長    たまたま今、都市計画の長期的な方向を示す都市計画のマスタープラン

と言っていますけども、法律用語で言うと、区市町村の基本方針というも

のですが、それの改定の作業も進んでいて、そういう中で、少し長期的な

まちづくりの方向を検討していくということです。ただ、東京２３区で幾

つか先行している高さの絶対制限というのは、実は、一般的にこの地区で

はこの高さと決めるんですが、もし、地区の皆さんが合意をして、我々は

こんなまちづくりをするんだということをお決めになれば、それを優先し

ますという例外規定をつくっている規制がほとんどです。ですから、○○
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委員から、地区計画で地区ごとに違っていてややこしいという話ですが、

逆に今の法律は、一律型の都市計画ではなくて、それぞれの地区の皆さん

が我が町はこんなふうにしたいんだという地区計画を立ててまちづくりを

考えることを優先するというほうになっていますので、なかなかわかりや

すいという意味でいうと、やや複雑な方向には基本的にはあるんです。た

だ、何もわからないうちに誰かが決めて、それに従うだけではなくて、我

が町はこうしたいんだという意思を持つことがよりよいまちづくりにつな

がるというのが、今の都市計画の我が国の基本的な考え方になっておりま

すので、そうしたことで、こうしたまちづくりとしての地区計画をベース

に、こういうまちにしていくんだということを議論していくことは大事に

なってきているというふうに思っています。すみません、ちょっと口幅っ

たいことを申し上げました。 

 この後、予定で言いますと７月ということで、この審議会としては、付

議される可能性が高いわけですけれども、そうした今後のスケジュールも

含めまして、もしご意見、ご質問等なければ、今後の進め方をもう一度確

認をしたいと思うんですが、よろしいでしょうか。 

 それでは、ちょっと今後のスケジュール等のご確認をお願いします。 

都市計画課長 それでは、本日はありがとうございました。 

 今後の都市計画審議会のスケジュールでございますけれども、今年度は、

この後、７月、９月、１２月、２月、あと４回を予定しております。次回、

第１６１回の都市計画審議会でございますが、現時点ではまだ第一候補と

いうことで、決定ではございませんけれども、７月２８日の午前中を、今、

第一候補として挙げさせていただいているところでございます。後日、正

式なご案内をお送りさせていただきたいと思いますので、そこで決定とい

うことで、本日は仮といったところでございます。 

 ７月は、先ほど来からご案内のとおり、本日の東池袋五丁目市街地再開

発事業、これについての都市計画決定の付議を予定しております。また、

今年度、都市計画マスタープランの改定ですとか、種々の都市計画審議会

にお諮りするような内容も盛りだくさんでございますので、今年度につき

ましては、あと４回を予定したいと思いますので、皆様方のご協力をよろ

しくお願いしたいと思います。 

会長    今年度はあと４回あるわけですけれども、そのうちの７月というのが、
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予定で言いますと、きょうの懸案についての付議ということになるだろう

と。 

 私とか、きょう新任の委員は、何か１回議論しただけで付議かよって思

われるかもしれませんし、そういう感じがないわけではないんですけれど

も、豊島区の都市計画審議会としてはこれまで随分議論されてきて、先ほ

ど言いました、参考資料２にまとめられているところまで、地権者の皆さ

んの合意も含めて進めていき、また、周辺の皆さんへのご説明をし、ご意

見も伺いながら対応してきたということでございます。 

 したがいまして、予定として、次回、付議ということになろうかと思い

ますけれども、これまでの取り組み等を含めて、また、きょう委員の皆様

からいただいた、付議の前にもう一歩ですね、やはりご意見をなされた方

等々への対応をきちんとしていただきたいというご要望もございましたの

で、それは事務局にお願いするとして、次回、７月ということに予定させ

ていただければなと思います。 

 それでは、本日予定されておりました議題は以上です。 

 長い時間にわたりまして熱心にご議論をいただきまして、ありがとうご

ざいました。 

 それでは、次回の予定としては７月２８日、午前ということですが、場

所、日程、時間等が確定いたしましたら、速やかに事務局よりご案内させ

ていただきますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 では、これで第１６０回豊島区都市計画審議会については閉会とさせて

いただきたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

（閉会 午前１１時５３分） 
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